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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。
＜連絡事項＞

· 2/5までに上司評価・移動希望書を記載し封筒に入れ、佐藤ＡＯＭに提出すること。

· 昨日、今日とナイトケアで作成した陶芸の作品を釜で焼いている。来週の月・火・水で終わる予定。釜焼きを担当するスタッフは、作業手順書を確認しながら行うこと。

＜外来情報＞

· 田澤　勝敏様～「良い映画を観ています」と話される。

· 大釜　久直様～「薬が高い。1000円が4000円…」等と話されている。

· 関　秀治様　～「昨日、５時間程しか寝れなかった」「仕事は慣れてきて余裕も出来てきた」と話

す。

· 田名部一樹様～まだ風邪がよくならないとのこと。総合感冒薬処方あり。

· 伊藤　雄一様～「現在、岩手県に住所があるが、癌検診などを受ける為に住所を移したい」と話す。　

主治医よりソーシャルワーカーかデイケアへ相談するように話があった。外来より青山荘へ情報提供している。

· 北嶋　剛様～　「薬に依存してしまうので、もう処方しなくてもよい」と話している。

· 横町　浩様～　「１日３リットルくらい水を飲むが、１時間に１回トイレに行くだけだ。前より良

くなった」と話されている。

· 新堂　寿子様～「友達が欲しい。そういう場所はないか？」と話されている。主治医よりデイケア　　　

を紹介している。

＜利用者様情報＞

· 佐々木　香様～本日、見学予定だったが、体調不良の為、見学中止。後日、日を改めて見学すると　　

のこと。

· 中村　鶴子様～円形脱毛が出来た件につき、本人と話をしている。原因について「積もりに積もっ

た結果なのですよ。小学校時代、母をいじめていたが、今は母の言う事を聞いているが、その結果が脱毛になった。兄嫁に相談したら、『子供が生まれるだけで９割は親孝行なんだから、自分で思っている事を話してみたら？』とアドバイスされた」と話される。スタッフより、感情的にならない程度に自分の思いを時々母に伝える等して、ストレスをためないよう心掛けるよう促している。

· 岩城　敏夫様～昨日「財布がなくなった」と話し、本日は「リュックがなくなった」と話す。財布　

は自室にあり、リュックはデイナイトルームにあった。物盗られ妄想が時折ある方なので、今後も何か物がなくなったと本人が訴えた場合は、スタッフが一緒になり探す。物がみつかっても本人を責めず、みつかってよかったことを伝える。

· 大釜　久直様～他メンバーへ１１０円渡し「ジュース買いなさい」と話したり、午前のプログラム

時、自分ではあまり豆を食べずに残った豆をスタッフへあげようとされる。また、昼食時、「お金を払っていないからご飯は食べられません」と話され拒否される。スタッフがお母様よりお金を頂いていることを説明するも「自分で払っていないので払います。いくらですか？」と尋ねられる。今後も、他メンバーとトラブルにならないよう観察し、トラブルになりそうな時はスタッフが間に入る。また、関係機関に情報提供する。

· 田中　正士様～プログラムが始まるも漫画本を読むのを止められなかったり、テレビゲームを止め

る事が出来なかったりすることが最近多い。本人へその事を伝え、プログラムに集中するよう促すと、表情険しくなり本日の豆まきでは、豆を食べようとしない。

　　　　　　　　　今後、様子観察して行く。

＜事例検討＞

上岩　英治様（63）　統合失調症　（合）糖尿病　難治性胃潰瘍　痛風　　老人性白内障　

デイナイトケア利用中（利用開始後４年11ヶ月）

○治療計画

　プログラムに参加でき、コミュニケーションが拡大され気分の変調が改善されるよう、プログラムを通じて援助していく。本人のペースを大切にしながら、コミュニケーションをとり信頼関係を構築する。

○現状

· 「昔、働いていたから今でも何でも出来る」と自己評価は高い。

⇒定期的に面談を行い、出来ている事・出来ていない事を振り返っていく。

· 　糖尿病に対する病識はない。

　　⇒生活習慣予防プログラムなどを通し、繰り返し説明していく。

· 　プログラムではリーダーシップをとることもある。

· 　独語多い。時に、特定メンバーの名前を言いながら攻撃的な口調での独語聞かれるが、大きな
　トラブルには至っていない。

⇒様子を観察し、トラブルになりそうな時は介入する。

· 　先週、「もう少しで青風荘の入所期限が来る」と話され、お姉様と青山荘に説明を聞きに行って　

いる。また、デイケアメンバーへ「もう少ししたらデイケアに来るから宜しく」と挨拶をされている。青風荘へ入所期限のことで確認すると、本人へ青風荘を退荘しなければいけないなど伝えていないとのこと。

　⇒様子を観察する。青山荘入所するような言動があった場合は、関係機関に連絡する。

　

＜業務改善＞

· 部署全員が、会議や委員会等で不在する方の所在を明確に把握出来るよう『スタッフ現場不在表』を作成。今後、会議や委員会等でデイケア棟を不在する方は、時間・不在の理由・所在地を記入すること。

· 施設間での情報共有を密にする為、関係機関で木曜日１４時から情報交換会を行う予定。
各々の役割分担、情報をどこまで送るかなどを話し合う。

